
ブレンディッド･ラーニングにおける学習者の教材コンテンツ利用の観察と考察

一東京 ･台北間での初級日本語遠隔授業から-

藤本かおる

1.はじめに

パーソナルコンピュータ (以下コンピュータと略す)とインターネット技術を利用

したeラーニングでは､学習者個々のニーズ･能力 ･噂好 ･スタイルに合った学習コ

ンテンツや学習環境を提供することが可能であるとされるが､全ての学習者にあった

学習コンテンツや学習環境を準備するのは難しい｡また､｢教材コンテンツ中心の自学

自習だけでは､eラーニングを継続するのは困難な場合が多く､その中からブレンデ

ィツド･ラーニングが生まれた｣(バーシン2006)｡ブレンディッド･ラーニングとは､

コンピュータとインターネットなどの電子的な手法に､対面授業や印刷配布物などの

既存の教育方法を目的に合わせ融合させ､学習を行うものである｡

近年､日本語教育においてもコンピュータやインターネットを利用した研究が見ら

れるが､このようなブレンディッド･ラーニングでの日本語教育の報告は､まだあま

りない｡そこで今回､首都大学東京 ･東京都立大学日本語教育学教室で自作した教材

コンテンツを使い､双方向テレビ会議システム★lを利用し､台北市立教育大学とブレ

ンディッド･ラーニングでの初級日本語遠隔授業を行った｡ 今回はその中で､学習者

が自学自習用の教材コンテンツをどのように利用したかを観察し､その意義と今後の

課題を考察する｡

2.調査の目的と方法

2.1.日的

eラーニングでは学習者に自律学習が求められる｡｢｢自律学習｣とは､学習者が教

師に頼らずに､その成否については自分の責任で､教材､学習を開始する時間､学習

にかける時間､学習の方法などについては自分で選択しておこなう学習のことである｣

(大木2005)｡しかし､全く教師が介在せず学習者が独立して行うのではなく､必要

な時には教師の助言を受けて進めることもあり､｢｢自律｣の程度にはさまざまな段階

1 この授業では､ギンガネットのテレビ会議システムを利用した｡http://W .gtDm･SyS.CO.jp/product/index.htmi
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がある｣(大木2005)｡全てを学習者に任せることには限界があり､どのように教育者

(発信する側)が手助けできるのかが､学習継続と学習の結果を生む重要なポイント

ではないだろうれ

しかし､学習者が用意されている教材コンテンツをどのように利用しているかとい

う先行研究はあまり見られない｡そこで今回は､実際に用意された教材コンテンツを

学習者がどのように使用するのか､どんな教材コンテンツを好むかなど､アクセス状

況から観察する｡

また今回は､双方向テレビ会議システムを使った対面授業も行われるため､学習者

がそちらだけで十分と思い､自学自習用コンテンツにアクセスしなくなることも考え

られた｡しかし､週 1回､1時間半の授業だけでは､日本語の発音に耳がなれること

にすら十分であるとは言えない｡上記の理由から､テストを準備し授業後に公開する

などコースの構築と運営に工夫をし､教材自体-の興味とアクセスを継続させ､自学

自習の継続を促すことを1つの目的とした｡このような教育者 (配信する側)側の意

図がうまく働いたのかどうかも､合わせて考察を行った｡

2.2.コース概要

先行研究や､自学自習を中心としたeラーニングだけでは､効果的な学習が進まな

いという現在のeラーニングの問題点を踏まえ､今回の日本語初級コースは､双方向

テレビ会議システムとCMS(CourseManagementSystem:コース管理システム)､

そしてCMSに組み込んだ自学自習用コンテンツを利用するブレンディッド･ラーニ

ングとする｡教師から実際に授業を受け､その予習復習をコンピュータとインターネ

ット技術を使って行い､本実験授業で学習が完結することを目指した0

eラーニングは､マルチメディアを多用した自学自習教材コンテンツ2､CMSによ

るインタラクティブな学習管理､CMSやメールでの学習支援を柱とした｡また､対

面授業は､週 1回 1時間半の授業を16回行った｡ 教科書は､東京都立大学 ･首都大

学東京日本語教育学教室で作った教科書を使い､教材コンテンツも同様に作られたも

ので､授業回数や時間などは以下の通りである｡

2miC･J且leJnentaryqOrBeginners)http:Njapanese.hum an.metro･u.acjp/micj/elementazyJindex.htmi
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● 双方向テレビ会議システムを使った対面授業は､16回 (教科書がイントロダ

クション+15Unitのため)0

● 1回の授業は1時間半､週1回｡転週水曜日7時半からとする (後に7時開

始に変更)0

● 授業前半は前の週の復習 ･定着練習､後半は新しい Unitの導入を行い､1

回でlUnit進む｡

● 日本人教師 1名､アシスタント1名 (今回は台湾と遠隔授業を行うので､台

湾人アシスタントを頼む)0

● CMSは､教材コンテンツ 16回分+最後にまとめのテス トを作り､17セッ

ションとする｡

● 募集学習者は5人 :コミュニケーションを重視した授業にしたいので､人数

は絞る｡

2.3.調査方法

今回CMSとしてmoodle3を使用した.moodleは､オープンソース4のCMSソフト

であり､学習やコース管理用の様々な機能が用意されている｡その1つに学習者が教

材-アクセスしたログを表示できる機能がある｡この機能を使い､台北市立教育大学

-学習者のIDやパスワー ドを送付した2006年9月1日から12月29日までの各学

習者のアクセス状況を取り出し､①アクセス日､②アクセス時間､③アクセスしたコ

ンテンツを項目として抜き出した｡今回は特に､教材コンテンツ-のアクセス状況､

一回のアクセス時間などを中心に考察していく｡

3.教材コンテンツへのアクセス数

授業開始日の9月6日以前に､アクセス先URL､各自のIDとパスワー ドを台北市

立教育大学-送っていたが､実際に学習者がアクセスを開始したのは､ほとんどの学

習者が授業開始後であった｡アクセス数は､一番少ない学習者で253アクセス､最も

多い学習者は1071アクセスで､各人のアクセス数は下記の通りである (表 1)0

3http:〝m00de.ore/

4ソースコード(ソフトウェアの設計図にあたるもの)を､無位で公開し､誰でもそのソフトウェアの改良､再酉謝了が行な

えるようにすること｡また､そのようなソフトウェア｡

ー39-



学習者5Tが突出してアクセス回数が多く､そのため平均アクセス数は450.2で

あるが､その他の4人の平均を出してみると､295アクセスである｡16回の授業で考

えると､1回の授業の前後で18.4アクセスしていることになる｡各U血tの教材コン

テンツは､Introductionが一番多く30､-番少ないUmitは12のコンテンツがある

ので､平均数から見ると､全てのコンテンツにアクセスしているわけではないことが

推測できる｡

(表 1)学習者とコンテンツアクセス回数

学習者 悼別 教材コンテンツ-のアクセス回数 所属 (専門)

備考学習者lY 男 253 大学院生(児童教育) 児童教育が専門なので､よく

アニメを見ている学習者2H 女 3

34 大学生 (英語)学習者3C 女 332 大学

生 (法律) 日本語能力試験4級合格学習者

40 女 261 大学生 (自然管理)学習者5T 女 1071 大学生 (環境学) 日

本の男性アイ ドルが好き合計 2251 平均 450.2各学習

者のアクセス状況からわかるように､学習者5Tのアクセス数が突出して多く､全ての集計が

この数に影響される統計的な外れ値(outher)である可能性があると思われた

｡そこで､学習者5Tをのぞいた他の4名の学習者のアクセスのみを集計､教材コン

テンツを抜き出してみると下記のようになる (表 2参照)｡やはり若干の差があるため､ここでは学習者5Tをのぞいた4

名の集計を取り上げ考察する｡(表2)教材コン
テンツアクセス状況対比.i>

'I∴ー+1J -1-,LlI●
7ヽこ､J,†一〇丁 一.チ.ン

∫-:･ヽ∴■エ:,i:>:～:≡●:i アク.≡

-一一:L'数.!.:L二:
Y.I.ー√

1 257 UmitTbst (多肢選択 .組 み合わ せ 165) 222 UrdtTbst(多肢選択.組
み合わせテス+(記述式テスト92) ト16

0)+(記述式テスト62)2 245 PDFTbxt(An148)+(各Umit97) 103 PDF1もXt仏心59)+ (各



6 77 イントロquiz 40 Dialo

gue7 66 PFr 3

2 Drill8 64 Drill 30 WritingSys

temofJapanese9 44 WritingSystemo

fJapanese 24 PPr10 3

1 Newword 20 Newwordll 27 Grammatica

lNotes 15 GrammaticalNotes12 19 SoundSyStemof

Japanese ll UseadDanyEXpression13 18 UsefuDailyEXpression 9 SoundSystemorJa
panese14

17 かなSoundquiz 4 かなSoundquiz15 2 動詞的て形表 2中の 『イントロquiziL『UsefulDailyExpression』はそ

れぞれ､上位項目に含まれるものであるが､教材としてまとまっているため 1つの項目として扱った｡ 『イントロquiz』はIntroductionのVideoQuiz､『UsefulDa止yExpression』

は同じくIntroductionで日

常の挨拶をまとめた新出語桑に当たる｡『動詞的て形』は授業中の動詞て形の説明

をまとめたものである｡表2のBを見てみると､数の差はあるものの､用意した教材コンテンツは全てアクセスされている.特徴的なのは､イントロquiz､VirtualLesson､

ⅥdeoQuizという全てのムービー (動画)教材が上位に集中していることだろ

う｡ムービー教材は対面授業

の中では学習せず､その学習は各学習者に任せた｡そのことがアクセスに好作用を及

ぼしたとも考えられる｡もう1つ特徴的なのは､教材コンテンツとして英語版しか用意できなかったコンテン

ツが､下位に固まっていることが挙げられる｡Newword､ GrammaticalNotes､UsefulDanyExpression､SoundSystemofJapaneseがそ

れであるOこれらの内容は､繁体字版テキス トに載っており､テキス トと照らし合わせて使えば音声を聞き

ながら内容を確認できる. しかし､NewwordやGrammati

cal Notesは対面授業で同様の内容を導入するためか､教材コンテンツの利用はあまり

多くなかった｡最もアクセスの少なかったかなSoumdquizであるが､ア

クセス数が少なかった理由として､学習者がすでにかなを習得済みだったということが

考えられる｡実際､メールによる記述式 Unitテス トを始めた当初から､全ての学

習者がかなで答を送ってきている｡台湾は日本語の情報が多い｡繁体字の日本語学習教材やイン



知識をそれらで得ていた可能性がある｡

4.アクセスの推移及び一回のアクセス時間

次に､学習者のアクセスの推移や一回のアクセス時間から､学習者がコース期間中

どのように教材コンテンツを利用したかを見てみる｡まず､月別のアクセス数である

が､一ケ月を上旬 (1日～15日)と下旬 (16日～31日)にわけ､期間別アクセス数

の推移をグラフにした (グラフ1)｡

(グラフ1)月別アクセス数

月別アクセス数
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JI,,....､ii=このグラフを見ると､コース開始直後にアクセスが集

中しているわけではない｡学習者各自の状況によってアクセス数が推移していると思われ､グループとしての一

貫した推移は見られない｡アクセス状況をより明確にするために､各学習者の教

材コンテンツ-のアクセス時間を月ごとにグラフにした (グラフ 2参照)｡学習者に

よっては､一日に何度もアクセスしていることがあった｡ 明らかに途中中断している

時間がある場合は､それぞれを1アクセスとした｡また､長時間であっても､区切り

が明確でない場合があり､その場合はアクセスした教材コンテンツを確認し､区切り

と思われる時間にコースインデックス-アクセスしている場合は､中断があったもの

と考えた｡終了時間が記入されていないものは､ログアウトしなかったためではないか

と思われるので､1アクセスとして残したがアクセス時間に



(グラフ2)学習者別月ごとのアクセス時間
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叫 ､一一.:薄命邸月ごとのアクセス時間を見ると､学習者によっては､授業

開始後に若干アクセス時間が多い学習者がいるが､全員がそのような傾向をしめして

いるわけではない｡授業開始後にアクセス時間が多い学習者でも､途中同じくらい教

材コンテンツにアクセスしている｡また､アクセス時間の上下に関しても､グループ

としての傾向は見られない｡そこで､次に､各学習者別にアクセス時間を見ていく ｡

5.学習者別アクセス数学習者 lY､学習者3C､学習者40は､学習開始直後のア

クセス時間が全体のアクセス時間の中で若干多い｡特に学習者3Cは 10月上旬以降

まとまったアクセスが見られず､教材コンテンツを活用していないことが何える｡学

習者 3Cは他の学習者と違い日本語学習歴があり､日本語能力試験4級に合格してい

る｡そのため､教材コンテンツを簡単と思い､積極的に利用しなかったことが考えら

れる｡同様に授業開始直後にアクセス時間が多い傾向の学習者lY､学習者40だが､

アクセス時間は多くないものの､時折まとまった時間教材コンテンツにアクセスしており､U

mitTbst以外の教材コンテンツも活用しているようである (藤

本,2007参照)0学習者 2H､学習者5Tは､アクセス時間が比較的まとま

っている｡アクセス時間から､意欲的に教材コンテンツを利用していたと言えるだろう｡2名はUnitTestも

毎回必ず提



6.アクセス状況についてのまとめ

各学習者の学習モチベーションや意欲､状況などによって､教材コンテンツ-のア

クセス状況が違っているとみられ､残念ながらほとんど教材コンテンツを利用してい

ないと思われる学習者もいた｡今回､用意した教材コンテンツを授業と組み合わせて

利用することはなかったが､教材コンテンツを自主的且つ積極的に利用しない学習者

が出てくることを想定し､教育者 (酉引言する側)が教材コンテンツを見るような課題

を用意し､何らかの指示を与え､定期的に教材コンテンツを見させることも必要だっ

たのではないかと思う｡この賂合､授業中に教材コンテンツの内容までフォローする

ことは時間的に難しいが､教材コンテンツを利用した課題の解答を､CMSを利用し

て配布することなどの対処方法が考えられる｡

また､複数の学習者がフォーラムを時々見ていたことも注目に値する(表2参照)｡

フォーラムはインターネット上の掲示板に似た機能で､教育者 (配信する側)や学習

者が情報を呈示したり､意見交換をしたりすることができる｡eラーニングでは､コ

ミュニケーションツールとしてフォーラム機能を利用してきた｡しかし､学習者によ

り､フォーラムでの意見交換が滞りうまくいかない場合も多い｡日本語初級の授業と

言うこと､学習者は台湾で-箇所に集まる授業を受けるため学習者は実際のコミュニ

ケーションを行えることなどから､今回はフォーラム機能をほとんど利用しなかった｡

授業開始時にCMSの注意点などをフォーラムで公開し､それを読むように授業中に

指示､その説明は全員が閲覧した｡しかし､それ以後は､フォーラムに新しい記事が

載ることはほとんどなかったにも関わらず､時々フォーラムを見ていた学生がいた｡

このような状況から､フォーラム機能を有効的に利用できれば､学習者のアクセス数

を増やすことも可能になるのではないかと考える｡ただし､それには彼らの母語であ

る繁体字中国語で書き込めばいいのか､日本語を使用するか､どのような内容にすれ

ば良いのかなど､特に初級の段階では､検討する項目は多い｡

本コースでは､｢自学自習の継続を促す｣ことをCMS利用の目的の1つとした｡そ

のために､授業終了後にUmitTbstと授業で使用したパワーポイントを公開したが､

その試みの結果はどうだっただろうかbアクセス結果を見てみると､UmitTbstは教

材コンテンツの中で最もアクセス数が多い｡また､パワーポイントも比較的よくアク

セスされている｡つまり､このような授業後に追加されたテストや教材が､教材コン

テンツ-のアクセスや自学自習を継続させるために有効であったと言えるだろう｡
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教育者 (配信する側)は､学習を勧めていくための適切なインストラクションを学

習者 (受信する側)に与えなければならない｡各自の教材コンテンツの利用状況や､

UmitTbst-のアクセスから､自学自習のためのコンテンツはただ公開するだけでは

なく､教育者 (配信する側)がその時々､学習者に合わせて内容を変更 ･追加､働き

かけを行うことが重要であることが再確認された｡

7.考察

7.1.ブレンディッド･ラーニングにおける教材コンテンツの意義と課題

繁体字版のコンテンツが用意できなかった教材コンテンツ-のアクセスがあまり多

くないことはすでに述べたが､その中で Dialogueだけが他の英語版コンテンツより

も多くアクセスされている｡DialogueはNewwordやGrammar と同じく授業中に

練習をしたが､対面授業の中では十分に練習の時間をとることが出来なかった｡ 学習

者自身がそのことを理解し､聞き取れなかった発音などを自学自習していると考えら

れる｡実際に､学習者-行ったアンケートで､｢家で自習することができる､そして発

普 (音声)を聞くことができる｡｣と回答していた学習者2Hは､ダイアログにアク

セスしていることが多かった｡

また､対面授業を休んだことのある40は､｢授業に出席できなかった場合､自習教

材で自学できる｡授業中の内容を分からなかったときにもネット教材を通じて練習し､

授業の内容になれることができる｡｣とアンケートに回答していた｡40はアクセス数､

アクセス時間とも多くはないものの､アクセス時は､まとまった時間アクセスを継続

している｡

2H､40のアクセス傾向とアンケートの回答から､自分なりの学習方法や学習価

値を教材コンテンツに見つけることが出来た場合､教育者 (配信する側)が利用方法

を指示しなくともある程度教材コンテンツを自律的に活用することができるのではな

いかと思われる｡その反面､自律的に学習できずアクセス数の少ない学習者からは､

｢よかった｡｣といったような､ありきたりのアンケート回答しか寄せられていない｡

このような学習者には､メンターを用意するなど､自律的に自学自習を促す手立てを

個別に考えなければならないことは､これまでの先行研究でもいわれていることであ

る (松田･原田2007,Simpson2002)0

しかし､ブレンディッド･ラーニングでの学習活動として包括的に考察してみると､

-45-



教材コンテンツで自学自習を行わなかった学習者が自律的に学習できていないとは､

一概に言えないようである.例えば､最も教材コンテンツ-のアクセスが少なかった

1人であるlYであるが､双方向テレビ会議システムを使った遠隔対面授業では､言

葉がわからない場合や正しく発話出来ない場合でも､積極的に練習を行っていた｡ ま

た､学会参加で授業を休んだ際には滞在先から､台湾の教師節 (教師に感謝の気持ち

を送る日)にも､日本語で絵葉書を送ってくるなど､教師-の働きかけや日本語使用

には積極的であった｡ lYのような学習者の場合､教材コンテンツ中心のeラーニン

グでは､どのように学習コンテンツで自学自習してよいかわからず､途中で脱落する

ことも多いのではないだろうれ

その反面､最も多く教材コンテンツにアクセスしていた学習者5Tは､これまで日

本語を勉強したことはないが､ある日本の男性アイ ドルの熱狂的フアンで､日本の歌

はよく聞いているそうである｡カラオケでも歌いたいが好きなアイ ドルの歌は早すぎ

て歌えないと話していた｡他の学習者よりも日本語を勉強するモチベーションがはっ

きりしていたが､性格的には生真面目で緊張しやすいようで､双方向テレビ会議シス

テムでの対面授業では､積極的に発話が出来ず黙ってしまう場面が見られた｡

このような 5Tの状態は一種の第二言語不安ではないかと考えられる｡第二言語不

安とは､｢第二言語の学習者使用､習得に特定的に関わる不安や心配と､それによって

引き起こされる緊張や焦り｣(元田2000)であり､｢直接的には学習者の言語処理を混

乱させ､間接的には言語学習からの回避を促す可能性を有している｣(元田2000)｡し

かしその半面､言語不安の状況を適切にコントロールすることで､言語学習の効果を

高められることが期待される｣(西谷 ･松田･他2005)という見方もある｡

そしてeラーニングには､｢言語不安を生みだす要因となりうる対人不安やコミュニ

ケーション不安を軽減できる可能性｣があり､実際のベ トナム ･中国との日本語eラ

ーニングでは､｢不安の高い学習者のほうが教材によくアクセスしており日本語力が高

いこと､不安が低い学習者は教材-のアクセス数が少なく日本語力が低い｣結果が出

た (西谷 ･松田･他2005)0

5Tの状態は､上記の実験結果に大変よく当てはまる｡このような学習は､モチベ

ーションは強いが実際の対面授業では緊張することが多いため､自学自習教材で自分

なりに学習していたことが考えられる｡間違えることを嫌い授業中に発話が出来ない

学習者はよくみられる｡そのような学習者にとって､人の目を気にせず自分のペース
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で学習できる自学自習教材は､有益なものであるのではないだろうか0

7.2.学習者の日本語一送られてきたテス トやmailから-

3ケ月間初級日本語を学習した学習者であるが､日本語はどの程度身についたのだ

ろうかo今回は､UmitTestの解答から学習結果を見てみる｡UnitTestは､前半は多

肢選択や組み合わせ問題が中心だったが､途中から日本語による記述式に変更しメー

ルで解答を送ってもらった.TTest問題は､動詞や形容詞の活用練習と簡単な作文問題

を中心にした｡作文問題は､テキストに載っている文が答えにならないようにし､そ

の Unitで学習した項目を使って出来るだけ自分なりの答を書けるよう配慮した (表

3)｡下記の解答は､全て学習者が実際にメールで送ってきたままの文である｡

(表3)UnitTbstの問題と解答

Unit11他 聞麿

(1) にはんごのべんきようはどうですれ

(2) 言草q)う､なにをしました

れ陸 堕
上司(1) にほんごのべんきようはたのしかつ

たですでも むずか

しいです(2) きのうなにを

しましたか磨州語を べんきようしました

l学習者2l可(1) にはんごのベんきようはおもしろいですが､
むずかしいです○い

いれんしゆうですoわたしは

にはんごがすさですoそして､にほんのぶん

かをべんきようしますo(2) あ

さしんぶんをよみましたoこうえんでさんばをしましたoこう

えんはとてもきれいでしたoきよう

しっでべんきようをしましたoわたし

はきのうレポー トをだしましたoがくせいしょくどうでひるごはんをたべまし

たoしずかなレス トランでしたoレス

トランはしずかじやありませんでしたoともだちとい

っしょにごはんをたべました○匝翠旦亜(1) むずかしいですOでも､おもしろ

いですo(2) きのうレポー トをし

ました○そして テレビをみました○陸 と旦頭
(1) にはんごのべんきようはゆっくりし



だから､さらにまだどりよくします○

(2) きのうともだちのうち-いきました.

ともだちといっしょにぽんごはのたペました｡

ヽ ■方 寸 H〟､日･:辛.=LiJtI諾鞍;pt <iL̂,.抄- .■ゝ-L-1読.=幸三1こpモiT.:,ip.キ二壬=-1｢/:､′:.÷Lp::竺ミく二二p㌻:::≡:I;一二∴=1i,: .ゝ==.p漁汚.{{-{ i.二=.∴.-,I.≡:～:丁

ー｢.-,Jpwrlp.て- I∴.G-:i,ノ ー='i=11:〇一=pp ,.

∴};p L-,;.､｢:..♪.q= .､∴ ､pl..TTI.(..,.:_ンqI∴ミト- A.∴TT=.:

∴1､.陸軍萱上司(1) わだしのかぞくは 4に

ん です(2) はい だいがいます(3

) わだLは ちちと 母と いもうと いますちちは 公務員です.ははは びよういんに つとめ
ます○い

もうとは だいがくせいです｡陸 軍董BB(1)私の家族は四人です

○父と母と妹と弟71.(2)妹

と弟ですo妹は18歳で

すム弟は14歳ですム妹

はスポーツがすきです㌔弟はサッカーが

すきですム(3)私の家族は､台北にすんでいますo

父は会社ではたらいています.母ははたらいていません.
妹は高校で

､経済をべんきよしています○弟は

中学生ですo:1童J●(1) はた
しのかぞく特ごにんですoちちとははと

､きようだいがふたりです○(2) きようだい

は あねとおとうとです○それから はたしのペットはとりとイグアナですo

(3) ちちは はたらいています｡でも､ははは､いまは はたらいていませんo

あねは､びよういんで はたらいていますo

そして おとうとは かくせいです○幽(1) わたし

のかぞくはよん人いますo(2) はい､きよだいが

います○おとうとがひとりいます○(3) わたしのかぞくは､たいぺいにすんでいます

.わたしの家族はちちとははとおとうとが

います○ちちはかいしやではたらいています

.わたしのちちはにほんごがすこし
できます○ちちのにはんごはわたしのひどいひかくですふ

ははがりようりはとてもおいしですムちちとはははとてもやさしですムおとう

とはだいがくせいですムまちがいはあるものの､学習した項目を使って作文を書いている｡



業では学習しなかった漢字を使っている学習者もいる｡

しかし､口頭運用面を見ると､残念ながらまだスムーズに発話が出来るとは言いが

たし㌔週 1回1時間半の授業だったので仕方ないが､双方向テレビ会議システムでの

対面授業を週2回に増やすなど工夫をすれば､口頭運用面ももう少し伸ばすことが出

来ると思われる｡

各学習者別に見てみると､授業中は積極的に発話練習を行えない5TのTbstの解答

がコース後半多くなり､学んでいない語垂を調べて使うことにも意欲的であった｡ ア

ンケー トの回答とアクセスの結果から､自分なりの学習方法や学習価値を教材コンテ

ンツに見出すことが出来たと思われる2Hと40も､5T同様解答は多く､学んでい

ない語嚢を調べて使うことに意欲的であった｡ しかし､教材コンテンツでの自学自習

が少ない1Yは､対面授業では最後まで積極的に練習していたが､Tbstの解答は授業

内で学んだことに限られ､Unitによっては解答を送ってこないこともあった｡対面授

業で学んだことを定着させより日本語力を身につけるためには､やはり自学自習の時

間が大切であり､この点は通常の対面授業でも､ブレンディッド･ラーニングでも変わ

りはないと言える｡

通常の対面授業と違い､CMSを利用したブレンディッド･ラーニング象合は､学習

者の自学自習についてもある程度観察できる｡コース期間中に学習者の自学自習を観

察し､自学自習の方法がわからないと思われる学習者には､個別の対応をすることも

可能であり､より学習成果を高めることができるだろう｡

8.終りに

どのような学習機会でも同様であるが､学習者により教授する側が用意した学習教

材の利用は異なってくる｡ブレンディッド･ラーニングにおいては､それぞれの学習

者にあった教材をある程度準備することができ､eラーニングで問題となっているド

ロップアウト率の高さを軽減させることも可能である｡今後は､このようなブレンデ

ィツド･ラーニングの特性を生かし､より学習者が学びやすいコース運営とは何かを

考察､また利用する学習者側の属性や特質も視野に入れた包括的な研究を行うことを

自身の課題とする｡
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